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算数・数学科の調査問題について、小学校第３学年から中学校第２学年まで、

以下の内容を掲載しています。「さいたま市小・中一貫教育」の観点からも、小・

中学校の内容を日々の学習指導に役立ててください。 

１ 調査問題【出題の趣旨】 

大問ごとに、出題の意図や趣旨を示しています。特記すべき事項のあるものについて

は、ここに示しています。 

 

 

２ 調査問題一覧表 

設問ごとに、問題の種類、学習指導要領の領域等、評価の観点、設問のねらい、市

の平均正答率を示しています。 

 

 

３ 特徴的な問題と解説 

平成２７年度調査において、特徴的な問題を取り上げ、出題の趣旨、指導のポイント

を示しています。 
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ⅰ 小学校第３学年 

１ 調査問題【出題の趣旨】  

１ 
数の相対的

な大きさ 

(１)は、数の相対的な大きさの理解について問う問題である。平成 26 年度市

調査【小３】１(２)②(正答率 76.8％)においては、百を単位としてみる問題で

あったが、本問題では、数の範囲を広げ、千を単位としてみることができるか

に着目し、出題している。 

２ 四則計算 

(１)は、平成 27 年度全国調査Ａ２(２)(正答率 68.1％)※１で、小６において

位をそろえて計算することに課題がみられたことから、小３における、末尾の

位のそろっていない小数の減法の計算の定着状況をみるために出題している。

なお、同様の課題が小６においてもみられていることから、つまずきやすい学

年を把握するために、類似の問題を小４から小６で出題している。 

３ 

いろいろ

な単位 

 

時刻や時

間の計算 

(１)は、平成 26 年度市調査【小３】６(２)②(正答率 58.8％)において、か

さの単位の理解に課題がみられたことから、その後の改善状況をみるために、

同一の問題を出題している。 

(２)は、平成 26 年度市調査【小３】７(３)(正答率81.7％)において、「○分

後の時刻」を求めることは、相当数の児童ができていたことから、「○分前の時

刻」を求める場面においても、求め方を理解しているかどうかをみるための問

題を出題している。 

４ 

いろいろ

な単位と

測定 

平成 26年度市調査【小５】７(正答率 81.8％)及び過去の調査結果から、は

かりの針の指している重さを読み取る問題では、目盛りによって正答率が大き

く変動する傾向がある。そのため、針の指している目盛りを変えながら継続的

に出題し、つまずきの原因を探っていく。 

５ 三角形 

本問題は、平成 26年度市調査【小３】８(正答率79.7％)において、三角形

の性質の理解に課題がみられたことから、その後の改善状況をみるために出題

している。 

６ 円 
本問題は、円の直径、半径についての知識の定着状況をみるために出題して

いる。 

７ 

加法と減

法の相互

関係 

 本問題は、場面の数量の関係をとらえ、未知の数量を□として図(テープ図)

に適切に表現することができるかどうかをみるために出題している。 

８ 倍の計算 

 平成 26 年度全国調査Ａ２(２)(正答率 56.7％)において、図に示された数量

の関係を読み取り、比較量を求めるために乗法が用いられることの理解に課題

がみられた。そこで、小３においては、倍の関係について理解しているかどう

かをみるために本問題を出題している。なお、本問題と同一の問題を平成 27

年度市調査【小４】５で出題し、つまずきの原因を探っている。 

９ 
式と図の

関連付け 

 本問題は、図に表現された数量の関係と式とを関連付けて読むことができる

かをみる問題である。式は表すことだけでなく、同時に読むことが重要である。

「さいたま市理数教育推進プログラム（改訂版）」においても、読み取った式に

ついて説明し合い、考え方を共有する活動などを充実することが大切であると

示している※２。なお、式を読む問題は、これまでにも、平成 26年度市調査【小

５】13(正答率 89.2％)、平成 27年度全国調査Ａ８(正答率 87.1％)など、高

学年において多く出題されており、相当数の児童ができている。 

 ※１ 全国学力・学習状況調査の平均正答率は、さいたま市の平均正答率を示している。 

 ※２ 「さいたま市理数教育推進プログラム（改訂版）」p.27 参照。 

 

なお、本書では、調査名について、略称を用いている。 

略称 調査名 

平成○年度全国調査 平成○年度 全国学力・学習状況調査 

平成○年度市調査【小○】 平成○年度 さいたま市学習状況調査 小○算数 
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基
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問
題
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問
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量
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数
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の

関
心
・
意
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・
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数
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（

％
）
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％
）
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題
年
度
・
調
査
名
【

学
年
】

正
答
率
（

％
）

出
題
学
年

正
答
率
（

％
）

1(1) ○ ○ ○ 84.8 0.5 - - - -

1(2)左 ○ ○ ○ 95.0 0.5 - - - -

1(2)右 ○ ○ ○ 92.7 0.5 - - - -

2(1) ○ ○ ○ 63.7 2.1 H26市
【小４】 71.0 - -

2(2) ○ ○ ○ 88.6 0.7 - - - -

3(1) ○ ○ ○ 64.8 1.5 H26市
【小３】 58.8 - -

3(2) ○ ○ ○ 80.3 0.8 - - - -

4 ○ ○ ○ 88.7 0.6 - - - -

5 ○ ○ ○ 78.5 0.8 - - - -

6直径 ○ ○ ○ 93.7 1.0 - - - -

6半径 ○ ○ ○ 94.7 1.0 - - - -

7(1) ○ ○ ○ ○ 80.2 1.7 - - - -

7(2) ○ ○ ○ ○ 87.7 2.1 - - - -

8 ○ ○ ○ 80.1 2.1 - - 小４ 92.5

9 ○ ○ ○ ○ ○ 51.5 4.6 - - - -

複数学年での出題評価の観点 市 過去同一問題

小数の減法の計算をすることができ
る。

円の直径について理解している。

円の半径について理解している。

問題場面をとらえ、数量の関係を図に
表すことができる。

減法の場面をとらえ、加法を用いて答
えを求めることができる。

時刻の求め方を理解している。

２　調査問題一覧表【設問別】

※「過去同一問題」とは、過去の調査において出題された問題と同一の問題のことをいう。調査名は次の略称を用いている。
　「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の平均正答率は、さいたま市の平均正答率を示している。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

数量の関係を表した図と式を関連付け
て読み取ることができる。

数直線上の小数の大きさについて理解
している。

数直線上の小数の大きさについて理解
している。

はかりの針が指している重さを読み取
ることができる。

設問番号 設問のねらい

問題

数の相対的な大きさについて理解して
いる。

学習指導要領の領域等

２位数×１位数の乗法の計算をするこ
とができる。

かさの単位の関係について理解してい
る。

何倍かを求めるために除法が用いられ
ることを理解している。

三角形について理解している。

5



 

 

３ 特徴的な問題と解説 

 

 

【特徴的な問題】 

問題 ５ 下の図から、三角形をすべてえらび、     に記号を書きましょう。 

 

 

 

 

第２学年 ９月中旬 教科書上 「長方形と正方形」（図形） 

 

出題の趣旨 

 本問題は、示された図形の中から、図形を構成する要素に着目して三角形を見いだすことがで

きるかどうかをみる問題である。 

 本問題は、平成 26 年度市調査【小３】８(正答率 79.7％)と同一の問題である。昨年度の調査

結果から、三角形についての理解が十分ではないことから、その改善状況を把握するために出題

している。 

 

指導のポイント 

○図形を操作する活動を通して、図形を構成する要素に着目し、図形について理解できるように

する。 

 第２学年では、図形を構成する要素に着目し、三角形、四角形などの図形について理解できる

ようにする。第１学年では、「さんかく」「しかく」などと呼んでいた図形について、第２学年で

は、３本の直線で囲まれている図形を三角形といい、４本の直線で囲まれている図形を四角形と

約束する。児童が実感を伴って理解できるようにするために、具体物を用いるなどして、いろい

ろな形や大きさの三角形、四角形を構成する活動を取り入れることが大切である。 

例えば、三角形や四角形のパズルを用いて形作りを行う活動が考えられる。形作りの活動にお

いては、直線やかどに着目している児童を称賛し、児童が「辺」「頂点」等の図形を構成する要素

に自ら着目できるようにしたい。その後、図形を構成する要素に着目して仲間分けを行い、三角

形、四角形について理解できるようにしていく。その際、仲間分けの根拠を、児童が自分なりの

言葉で説明する活動を取り入れることで、論理的な思考力を育成していくとともに、図形につい

ての理解をより確実なものにできるようにしていきたい。 

 

 

 図形を操作する活動     三角形について知る     仲間分けをする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三角形と四角形をどうやって

仲間分けしましたか。 

小学校第３学年 図形 

児童の反応 

◎かどがあります。 

◎直線で囲まれています。 

◎直線は３本あります。 

パズルを使って色々なさん

かくを作りましょう。 

図形を操作する活動を通し
て、図形を構成する要素に着
目できるようにする。 

図形を構成する要素に着目さ
せ、共通点を問いかける。 

根拠を問い、説明させることで理
解をより確実なものにできるよ
うにする。 

児童の反応 

◎囲まれている直線の数で分

けました。 

◎かどの数で分けました。 

どのさんかくにも言えるこ

とはありますか。 

 

例 
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【最終的な図】 

 

 

 

【時系列に沿ってつくっていくテープ図】 

① 何個かあります。    ② １２個配ったので     ③ 残りが９個になりました。 

 

図 

 

 

式 

 

 

【特徴的な問題】 

問題 ８ 
 
 
 
 
 
 

第２学年 ２月中旬 教科書下  

「たし算とひき算」（数量関係） 

出題の趣旨 

 このような逆思考の場面において、式は加法なのか減法なのか混乱する児童の姿が多くみられ

る。そこで、テープ図に問題場面を整理することで、その図を用いて式が正しいことを児童が説

明できるようにしていきたい。 

本問題は、図に表現された数量の関係と式とを関連付けて読むことができるかをみる問題であ

る。問題場面の数量の関係をとらえ、未知の数量を□として図(テープ図)に適切に表現すること

ができるかが求められる。 

指導のポイント 

○問題場面に沿ってテープ図をつくる活動を行う。 

 文章中の「合わせて」「のこりは」などの言葉に着目して、場面が加法であるか、減法であるか

を判断する児童がいる。しかし、本問題のように「のこりは」と減っていることを示す用語があ

るが、答えを求めるための式は、１２＋９となる場面のように、用語に着目するだけでは、不十

分な場合がある。そこで、児童が立式の理由を、図を用いて説明できるようにしていきたい。児

童が図を活用できるようにしていくためには、最終的な(完成された)図の形を提示するのではな

く、図をつくっていく過程を児童に十分に経験させることが重要である。本問題では、時系列に

沿って３つの段階に分け、図に表現していく活動をていねいに行っていくことが大切である。こ

うした活動を通して、逆思考の場面についてとらえられるようにしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、つくったテープ図と式を対応させて説明したり、求めた答えをテープ図に入れて答え

の見直しをしたりして、テープ図を十分に活用できるようにしていくことも大切である。 

□ 

１２ ９ 

□ 

小学校第３学年 数量関係 

□ 

１２ 

□ 

１２ ９ 

式  □ 

 

式 □―１２ 

 

式 □―１２＝９ 

 

場面に沿って図をつくっていく 
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ⅱ 小学校第４学年 

１ 調査問題【出題の趣旨】  

１ 
四則計算 
(乗法・除
法) 

(１)は、平成 26 年度市調査【小４】１(３)(正答率 77.6％)において、２位
数×２位数の計算を、筆算を用いて正しく計算することに課題がみられたこと
から、その改善状況をみるために出題している。また、(２)は、平成 24 年度全
国調査Ａ１(２)(正答率 93.9％) ※１において、商が一の位に立つ３位数÷２位数
の計算の正答率が高かったため、商が十の位に立つ３位数÷２位数の計算につ
いての定着状況をみるために出題している。 

２ 

四則計算 
（小数の
計算・計算
のきまり） 

(１)は平成27年度全国調査Ａ２(２)(正答率68.1％) において位をそろえて
計算することに課題がみられたことから、小４から小６で同一の問題を出題し
ている。(２)は平成 26 年度全国調査Ａ１(５)(正答率 80.6％)において全国(公
立)の平均正答率(80.9％)を下回ったことから、四則混合の計算について、小４
から中１まで同一の問題を出題している。このような出題を通して、つまずき
やすい学年を把握していく。なお、(２)は平成 26年度全国調査Ａ１(５)と同一
問題である。 

３ 分数 

本問題は、平成 26 年度市調査【小４】５(１)(正答率 83.5％)において、分
数の大きさを単位分数の何個分で表すことは相当数の児童ができていたことか
ら、求める部分が左端にない場合を取り上げ、定着状況をより深く把握するた
めに出題している。 

４ 概数 

本問題は、四捨五入をして概数に表すことができるかどうかをみるために出
題している。市調査において、これまでも概数を用いて数を表すことについて
継続して課題がみられていることから、同趣旨の問題を継続して出題し、改善
状況を把握している。 

５ 倍の計算 

平成 26 年度全国調査Ａ２(２)(正答率 56.7％)において、図に示された数量
の関係を読み取り、比較量を求めるために乗法が用いられることの理解に課題
がみられた。そこで、小４においては、倍の関係について理解しているかどう
かをみるために本問題を出題している。なお、本問題と同一の問題を平成 27
年度【小３】８で出題し、つまずきの原因を探っている。 

６ 
角の大き
さ 

平成 26年度市調査【小５】８(正答率 61.0％)において、180°より大きい
角の大きさを求めることに課題がみられた。そこで、本年度は、分度器を正し
く用いれば測定できる 180°より小さい角の大きさを出題し、分度器を用いた
測定ができているかどうかをみることに特化した出題とした。 

７ 
面積のは
かり方と
表し方 

本問題は、長方形の面積の求め方を活用できるかどうかをみるために出題し
ている。類似問題である、平成 26 年度市調査【小５】５(正答率 48.1％)にお
いて、面積を求めるために必要な長さを求めることができていない状況がみら
れた。そこで、本年度は、つまずきの原因を探るため、(１)で面積を求めるため
に必要な長さを、(２)で面積を求めることを問い、つまずきの原因を探っている。 

８ 三角形 

本問題は、図形を構成する要素である、正三角形の特徴や性質を理解できて
いるかどうかをみるために出題している。同一問題である、平成 23 年度市調
査【小５】11(正答率 48.9％)において、誤答として直角三角形や二等辺三角
形と答えたものがみられたことから、その改善状況をみるために出題している。 

９ 
 

数量関係 

本問題は、図から数量の関係をとらえることができるかどうかをみるために
出題している。図と説明から考え方を読み取り、式と関連付けて表現すること
に課題があるため、その定着状況をみるために出題している。なお、「さいたま
市理数教育推進プログラム（改訂版）」においても、考え方を読み取って説明し
合うなどの言語活動を充実することが大切であると示している※２。 

10 
平行四辺
形 

本問題は、平行四辺形の特徴を理解しているかどうかをみるために出題して
いる。 

11 
折れ線 
グラフ 

本問題は、折れ線グラフの変化の様子を正しく読み取ることができるかどう
かをみるために出題している。市調査において、これまでも折れ線グラフの読
み方について、継続的に課題がみられることから、同趣旨の問題を継続して出
題し、改善状況を把握している。 

 ※１ 全国学力・学習状況調査の平均正答率は、さいたま市の平均正答率を示している。 
 ※２ 「さいたま市理数教育推進プログラム（改訂版）」p.27参照。 
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名
【

学
年
】

正
答
率
（

％
）

出
題
学
年

正
答
率
（

％
）

1(1) ○ ○ ○ 87.9 0.7 - - - -

1(2) ○ ○ ○ 80.3 3.2 - - - -

2(1) ○ ○ ○ 66.7 1.3 H23市
【小５】 52.9 小５

小６
56.2
69.8

2(2) ○ ○ ○ 86.6 1.3 H26全国
【小６】 80.6

小５
小６
中１

81.2
82.6
91.5

3 ○ ○ ○ 51.2 4.5 - - - -

4 ○ ○ ○ 76.1 1.1 - - - -

5 ○ ○ ○ 92.5 0.9 - - 小３ 80.1

6 ○ ○ ○ 76.6 0.9 - - - -

7(1)ア ○ ○ ○ ○ 81.6 1.6 - - - -

7(1)イ ○ ○ ○ ○ 77.7 1.7 - - - -

7(2) ○ ○ ○ ○ 56.2 3.3 - - - -

8 ○ ○ ○ 44.3 5.1 H23市
【小５】 48.9 - -

9 ○ ○ ○ ○ 95.9 1.4 - - - -

10 ○ ○ ○ 87.3 2.6 - - - -

11 ○ ○ ○ 73.5 2.7 - - - -

２　調査問題一覧表【設問別】

※「過去同一問題」とは、過去の調査において出題された問題と同一の問題のことをいう。調査名は次の略称を用いている。
　「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の平均正答率は、さいたま市の平均正答率を示している。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

折れ線グラフの変化の様子を正しく読
み取ることができる。

３位数÷２位数の除法の計算をするこ
とができる。

小数の減法の計算をすることができ
る。

分度器を用いて角の大きさを測ること
ができる。

設問番号 設問のねらい

問題

２位数×２位数の乗法の計算をするこ
とができる。

学習指導要領の領域等

分数の意味について理解している。

四捨五入して概数に表すことができ
る。

平行四辺形の特徴を理解している。

長方形の辺の長さを求めることができ
る。

長方形の辺の長さを求めることができ
る。

長方形、正方形の面積の求め方を活用
することができる。

正三角形について理解している。

数量の関係を式に表すことができる。

何倍かを求めるために除法が用いられ
ることを理解している。

評価の観点 市 過去同一問題 複数学年での出題

減法と乗法の混合した整数の計算をす
ることができる。
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３ 特徴的な問題と解説 

 

 

【特徴的な問題】 

問題 ３  

 

 

 

 

 
第３学年 12月上旬      

教科書下 「分数」（数と計算） 

 

出題の趣旨 

本問題は、１ｍを等分してできた長さを、単位分数の何個分で表すことができるかどうかをみる問

題である。 

児童はこれまでに、折り紙を半分に折ったり、それをさらに半分に折ったりといった具体的な操作

を通して、
１

２
 、

１

４
 などの簡単な分数について学習してきている。小数と違い、分数では任意の単位を

つくり、単位量に満たない、はしたの量を表すことができる。これは分数のよさであるが、その反面、

児童にとってはつまずきやすい点でもあり、確実に理解できるようにする必要がある。こうしたこと

から本問題を出題した。 

 

指導のポイント 

○図や数直線に表した分数を読む活動を通して、分数の大きさを単位分数の何個分ととらえられるよ

うにする。 

 分数の大きさを単位分数の何個分ととらえられるようにするために、任意の単位で１を等分してい

ること、それを等分した分だけ集めると１になることを、図や数直線と関連付けて指導し、児童が理

解できるようにすることが大切である。その中で、児童に目盛りをふらせ、自ら任意単位をつくる活

動も取り入れることが考えられる。そうすることで、１を何等分して単位分数をつくったかを意識さ

せることができ、分数の理解につながっていく。 

 

 

     

 

小学校第４学年 数と計算 

０ 

０ 

２ 

５ 

１ 

５ 

３ 

５ 

４ 

５ 

５ 

５ 

１ｍ 

１ 

「１ｍをいくつに等分

していますか。」 

 

 

単位量を何等分して単

位分数をつくったかを

意識させる。 

「
１

５
が何個集まると１になりますか。」 

 

 

分数の大きさを単位分数の何個分ととら

えさせ、また、等分した数だけ集めると

もとの１に戻ることを確認する。 

「ここはいくつ

といえますか。」 

 

どの部分でも 

１

５
であることを

確認する。 
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【特徴的な問題】 

問題 ７  

 

 

 

 

 

 

 

第４学年 11月中旬 教科書下 「面積のはかり方と表し方」（量と測定） 

出題の趣旨 

 本問題は、長方形の面積の公式を活用して、与えられた図形の面積を求められるかどうかをみる問

題である。平成26年度市調査【小５】５(正答率48.1%)において、面積を求めるために必要な長さ

を求めることができていない状況がみられた。しかし、面積を求める学習においては、児童自らが求

積に必要な辺とその長さを明らかにすることが大切である。そこで、(１)で求積に必要な辺とその長

さが分かっているかを把握するために、面積を求めるために必要な長さを問い、(２)で長方形の面積

の公式を活用しているかを把握するために、面積を求めることを問い、つまずきの原因を探ることと

した。 

 

指導のポイント 

○児童が解決の見通しをもち、求積に必要な辺とその長さを明確にする。 

 面積を求める学習においては、児童自らが必要な長さを見付けられることが大切である。そのため

には、「どの部分の面積を求めようとしているのか」、「どのようにすれば求められそうか」、「どの長さ

が分かればよいか」、といった解決の見通しを児童がもてるようになることが大切である。 

 そこで、情報を多く又は少なく与えたり、本問題のように情報を組み合わせたりする場面を設定し、

児童に判断させる場面を設定したい。いずれの場合でも、自力解決の場面において、式に用いられて

いる数値がどの長さを表しているのかを根拠を明確にしながらノートに書いたり、説明したりする活

動を取り入れ、面積の求め方についての理解を深めたり、筋道を立てて説明する力を伸ばしたりでき

るようにしていきたい。 

 

【ノートの例】 

 ２＋２＋２＝ ６・・・・ 大きい長方形の縦の長さ 

２＋６＋２＝10・・・・ 大きい長方形の横の長さ 

６×10＝60・・・・ 大きい長方形の面積 

２×６＝12・・・・ 小さい長方形の面積 

60－12＝48・・・・ 大きい長方形の面積から、小さい長方形の面積をひいている 

 

        答え48㎠ 

小学校第４学年 量と測定 

式の数値がどの長さを

表しているのかを書く。 
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ⅲ 小学校第５学年 

１ 調査問題【出題の趣旨】  

１ 四則計算 

(１)は平成27年度全国調査Ａ２(２)(正答率68.1％) ※１において位をそろえ
て計算することに課題がみられたことから、小４から小６で同一の問題を出題
している。(２)は平成 26 年度全国調査Ａ１(５)(正答率 80.6％)において、全
国(公立)の平均正答率(80.9％)を下回ったことから、四則混合の計算について、
小４から中１まで同一の問題を出題している。このような出題を通して、つま
ずきやすい学年を把握していく。なお、(２)は平成 26 年度全国調査Ａ１(５)
と同一問題である。 

(３)(４)はそれぞれ、平成22 年度市調査【小５】１(２)(正答率62.2%)、平成
26年度市調査【小５】１(５)(正答率72.4%)の類似問題であり、共に小数点の扱
いに課題がみられたことから、その改善状況を把握するために出題している。 

２ 概数 
 本問題は、平成 23 年度市調査【小５】２(正答率 32.1％)の類似問題である。
四捨五入の意味理解と処理の仕方に課題がみられたことから、その改善状況を
把握するために出題している。 

３ 
小数の乗
法の意味 

本問題は、平成 26 年度全国調査Ａ２(２)(正答率 56.7%)において、割合が
１より小さい場合でも、比較量の求め方が(基準量)×(割合)になることの理解に
課題がみられたことから、改善状況を把握するために出題している。本問題で
のつまずきのポイントを探るため、小５から中１で同一の問題を出題している。 

４ 
測定値の
平均 

 本問題は、平均の意味を理解し、測定値の平均を求めることができるかをみ
るために出題している。「０を含む５つの数値の平均」を求めることで、平均の
意味を正しく理解しているかをみる。なお、「０を含む５つの数値の平均」を求
める問題を平成 27 年度市調査【中１】５においても出題している。 

５ 体積 
 本問題は、立方体の体積を求めることができるかどうかをみるために出題し
ている。 

６ 
単位量 
あたりの
大きさ 

本問題は、異種の二量の割合としてとらえられる数量について、その比べ方
や表し方を理解しているかどうかをみる問題である。平成 25 年度全国調査Ａ
４(正答率 48.3％)において、計算ができていても、式に用いられている数値や
求めた商の意味の理解が不十分である状況がみられた。そこで、その類似の問
題を出題し、課題の改善状況を把握するために出題した。 

７ 体積 

 本問題は、直方体や立方体を組み合わせた図形の体積を、既習の体積の公式 
を活用し求めることができるかをみるために出題している。なお、本問題では、
友達の考えを読み取る場面を取り上げ、「さいたま市理数教育推進プログラム
（改訂版）」に関連した出題となっている。※２ 

８ 
図形 
の合同 

本問題は合同な三角形をかくことができるかどうかをみるために出題してい
る。平成 26 年度市調査【小５】10(正答率 57.9％)において、ひし形をかく
ことに課題がみられたことから、３つの辺の長さが等しい三角形をかく問題を
出題している。どちらも、コンパスを用いて作図する必要があるものである。 

９ 直方体 
(１)は平成 24年度市調査【小５】11(２)(正答率 70.6％)、平成 26年度市

調査【小５】11(２)(67.4％)において直方体の面の形についての理解に課題が
みられたことから出題している。 

10 
数量の 
関係を 
表す式 

平成 18 年度市調査【小５】12(正答率(１)76％(２)69％(３)44％)と同一
問題である。(３)は、二つの数量の関係をとらえ、式に表すことができるかどう
かをみる問題であり、これまで出題してきた類似問題においても正答率が50％
を下回ることから、その状況を注視していく必要があると考えたものである。 

11 結合法則 

本問題は、かけ算の結合法則の定着状況をみるために出題している。類似問
題である平成 17年度市調査【小５】６(正答率 32％)、平成 18年度市調査【小
５】６(正答率24％)では、いずれも課題がみられたことから、結合法則の理解
についてのつまずきの原因を探るために出題した。なお、本問題は、式と言葉
を関連付ける場面を取り上げ、言語活動との関連を意識した出題である。 

12 
複数条件
を基にし
た判断 

 本問題は、平成 25年度全国調査Ｂ１(１)(正答率54.6％)の同一問題である。
情報を整理し、筋道を立てて考え、条件に当てはまるものを判断できるかどう
かをみるために主題している。こうした力の定着状況を把握するために、小５、
小６で同一の問題を出題している。 

13 
日常事象
とグラフ 

 本問題は、PISA2003予備調査と同一問題である。日常の事象とグラフを関
連付けて考えることができるかどうかをみるために出題している。なお、本問
題は、小５から中２で同一の問題を出題し、さいたま市の児童生徒が課題解決
に向けて思考し、判断する力、表現する力等の状況やこうした問題にチャレン
ジする態度を継続的にみていくこととした。 

 ※１ 全国学力・学習状況調査の平均正答率は、さいたま市の平均正答率を示している。 

 ※２ 「さいたま市理数教育推進プログラム（改訂版）」p.27参照。 
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【
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年
】
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％
）

出
題
学
年

正
答
率
（

％
）

1(1) ○ ○ ○ 56.2 1.0 H23市
【小５】 52.9 小４

小６
66.7
69.8

1(2) ○ ○ ○ 81.2 0.6 H26全国
【小６】 80.6

小４
小６
中１

86.6
82.6
91.5

1(3) ○ ○ ○ 71.2 1.0 - - - -

1(4) ○ ○ ○ 70.6 3.6 - - - -

1(5) ○ ○ ○ 87.2 1.5 - - - -

2 ○ ○ ○ 41.4 3.9 - - - -

3 ○ ○ ○ 32.0 0.7 H26全国
【小６】 56.7 小６

中１
58.2
61.4

4 ○ ○ ○ 86.8 0.9 - - - -

5 ○ ○ ○ ○ 77.7 1.0 - - - -

6 ○ ○ ○ 53.4 0.7 - - - -

7 ○ ○ ○ 87.0 0.7 - - - -

8 ○ ○ ○ 81.8 1.8 - - - -

9(1) ○ ○ ○ 64.7 2.8 - - - -

9(2) ○ ○ ○ 91.3 1.3 - - - -

10(1) ○ ○ ○ 97.4 1.5 H18市
【小５】 76 - -

10(2) ○ ○ ○ 70.1 4.7 H18市
【小５】 69 - -

10(3) ○ ○ ○ ○ 57.9 6.9 H18市
【小５】 44 - -

11 ○ ○ ○ 71.0 4.3 - - - -

12 ○ ○ ○ ○ 55.8 4.6 H25全国
【小６】 54.6 小６ 56.2

13 ○ ○ ○ 39.8 2.6 PISA2003
予備調査 ＊

小６
中１
中２

54.9
59.8
64.7

２　調査問題一覧表【設問別】

※「過去同一問題」とは、過去の調査において出題された問題と同一の問題のことをいう。調査名は次の略称を用いている。
　「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の平均正答率は、さいたま市の平均正答率を示している。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
＊PISA2003予備調査の当該問題の正答率は公表されていない。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

二つの数量の変わり方について、読み
取ることができる。

数量の関係を式に表すことができる。

四則に関して成り立つ性質を用いて、
計算をすることができる。

情報を整理し、筋道を立てて考え、三
つの条件に当てはまる乗り物を判断す
ることができる。

時間とブランコをこいでいる人の足の
高さの関係を表しているグラフを選択
することができる。

概数を用いて和を見積もることができ
る。

直方体の面と面の平行の関係について
理解している。

立方体の体積を求めることができる。

単位量当たりの大きさを求める除法の
式の意味を理解している。

複合図形を直方体を組み合わせた立体とみ
て、複合図形の体積の求め方とその考え方
を表した式を、関連付けて考えることができ
る。

合同な三角形をかくことができる。

直方体の構成要素について理解してい
る。

割合が１より小さい場合でも、比較量
の求め方が（基準量）×（割合）にな
ることを理解している。

設問番号 設問のねらい

問題

小数の減法の計算をすることができ
る。

評価の観点 複数学年での出題過去同一問題市

二つの数量の変わり方について、読み
取ることができる。

減法と乗法の混合した整数の計算をす
ることができる。

小数の乗法の計算をすることができ
る。

平均の意味を理解し、測定値の平均を
求めることができる。

学習指導要領の領域等

小数の除法の計算をすることができ
る。

異分母の分数の減法の計算をすること
ができる。
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３ 特徴的な問題と解説 

(㎝)

倍3

160 2400 □ 80

0 1 20.4

×0.4

×0.4 ×2

×2

×3

×3

 

 

【特徴的な問題】 

問題 ３  

 

 

 

 

 

 

 

第５学年 ５月中旬 教科書上 「小数のかけ算」（数と計算）  第５学年 ６月中旬 教科書上 「小数のわり算」（数と計算）  

 

出題の趣旨 

 本問題は、図に示された数量の関係を読み取り、青いテープの長さ（比較量）を求めるために乗法

が用いられることを理解しているかをみるために出題している。特に、割合が１より小さい場合を取

り上げ、その場合でも、比較量の求め方が（基準量）×（割合）になることを理解しているかどうか

をみる問題となっている。 

 本問題は、平成26年度全国調査Ａ２(２)(正答率56.7％)と同一問題である。割合が１より小さい

場合でも比較量の求め方が（基準量）×（割合）になることの理解に課題がみられたことから、その

改善状況を把握するために、小５、小６で本問題を出題している。 

 

指導のポイント 

○基準量と比較量の関係を、数直線を用いてとらえ、適切に演算決定できるようにする。 

児童は、小数の乗法については、第４学年で小数×整数の意味と計算を学習している。既習事項を

活用して、問題解決に取り組むことができるようにすることが大切である。 

割合が１より小さい場合に、乗法ではなく、除法を用いてしまう児童が多く見られる。そのため、

乗法の意味について理解を深め、このような場面でも乗法を用いられることを、的確に判断すること

が大切である。 

指導に当たっては、割合が整数である場合の計算の考え方を基にして、乗法の意味を拡張し、理解

を深めることが大切である。例えば、数直線を用いて、80㎝を１とみたときに、２倍、３倍に当た

る量が乗法で求められることを基にして、0.4倍に当たる量が80×0.4で求められることを説明す

る活動を取り入れることが考えられる。 

また、80÷0.4という除法の式を選択してしまう児童には、計算の結果と問題場面を比較したり、

数直線を確認したりして、演算決定が適切かどうか振り返る活動を取り入れるなどしていきたい。 

 

小学校第５学年 数と計算 

80を１とみて２倍にする

と160。３倍にすると

240。 

同じように、80を１とみ

て0.4倍すると、32。 

答えは32㎝になります。 80 ×  ２ ＝ 160 

80 ×  ３ ＝ 240 

80 × 0.4 ＝  32 
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【特徴的な問題】 

問題 ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   第５学年 11月上旬 教科書下 「比べ方を考えよう（１）」（量と測定） 

 

出題の趣旨 

 本問題は、異種の二量の割合としてとらえられる数量について、その比べ方や表し方を理解してい

るかをみる問題である。平成25年度全国調査Ａ４(正答率48.3％)の類似問題であり、全国の平均正

答率※(50.0％)を下回っている。単位量当たりの大きさを求める除法の式と商の意味を理解すること

に課題がみられたことから、その改善状況を把握するために、また、一方の量をそろえ、もう一方の

量で混み具合を比べるという考えをおさえ、問題解決に取り組むことの定着状況を把握するために、

本問題を出題した。 

※ 全国の平均正答率は全国（公立）の数値を示す。 

指導のポイント 

○そろえる量と比べる量を明確にした指導を行う 

混み具合は、小屋の「面積」かにわとりの「数」のいずれかがそろっている場合に比べることがで

きる。混み具合を比べる場合には、単位面積当たりのにわとりの数で比べる場合と、にわとり１羽当

たりの面積で比べる場合があるので、どちらを単位量として設定しているのかについて判断できるよ

うにすることが大切である。 

例えば、本問題を用いて指導する場合には、基本となる考えを確実におさえ、同じ面積ならば「に

わとりの数が多い方」が混んでいて、「面積をそろえたから式から導き出したにわとりの数が多いほど

混んでいる」、同じ数ならば「面積が小さい方」が混んでいて、「にわとりの数をそろえたから式から

導き出した面積が狭いほど混んでいる」と考えることができるように指導する必要がある。 

教師の発問 児童の反応 

◎右の式は、何をいくつにそろえています
か。 

 
 
◎計算で求めた数は何を表していますか。 
 
◎どちらが混んでいますか。また、
それはなぜですか。 

 
（◎面積が同じ場合は、この式で求
められた数が大きいほど（にわとり
の数が多い）ほど混んでいますね。） 

・面積をどちらも１㎡にそろえて考えて
います。 

 
 
・１㎡あたりの、にわとりの数です。 
 
・面積が同じ（両方とも１㎡）なのでに
わとりの数が多い方が混んでいるとい
えます。 

・１㎡あたり２羽のにわとりがいる 
Ａの小屋の方が混んでいます。 

 

小学校第５学年 量と測定 

A 16÷8＝2 

B 19÷5＝1.8 

面積を1㎡にそろえた 

A 16÷8＝2 （羽） 

B 19÷5＝1.8（羽） 

同じ面積ならにわとりが多

いほうが混んでいる。 
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【特徴的な問題】 

問題 ８ 

           

 

 

                          
第５学年 ７月上旬 教科書上       

        「形も大きさも同じ図形を調べよう」（図形） 

  

出題の趣旨 

 本問題は三角形の合同条件を用いて作図することができるかどうかをみるために出題している。 

 児童は、第４学年の「角の大きさ」や「垂直・平行と四角形」の単元で、三角定規や分度器、コン

パスを用いた作図の方法を学習している。第５学年の「合同な図形」の単元では三角形の合同条件に

ついて学習している。本問題では、与えられた条件から、どの合同条件を使って作図するのかを判断

し、合同な三角形を作図することが求められる。 

 

指導のポイント  

○三角形の合同条件からどの辺の長さやどの角の大きさが分かれば作図できるかを判断する。 

第５学年の学習では、第４学年までの既習事項を基に合同な図形を見付けたり、かいたり、作った

りする活動を通して、図形の性質を見付けたり、確かめたりできるようにすることが大切である。 

本問題を使って授業を行う際には、合同条件と作図の手順を関連付けて考えることができるように

することが大切である。例えば、作図する際に用いた条件を説明する活動や、逆に、作図の手順から

どの条件を用いているかを説明する活動を取り入れることが考えられる。 

 

教師の発問 児童の反応 

○合同な三角形DEFをかくためには、ど

の辺の長さや角の大きさが分かればよ

いですか。 

        

 

     

 

○どのように作図しますか。 

 

 

 

 

 

① 辺ABと辺BCと辺ACの長さです。 

 合同条件 ３辺の長さが等しい。 

② 辺ABと辺ACの長さと角Aの大きさです。 

 合同条件 ２辺とその間の角の大きさが等しい。 

③ 辺ABの長さと角Aと角Bの大きさです。 

 合同条件 １辺とその両端の角の大きさが等しい。 

 

〈説明する〉 

① 辺 AB と等しい長さの辺 DE をかきます。コンパス

で辺AC、辺BCと等しい半径の円の一部をかき、交

点を Fにします。Dと F、Eと Fを結ぶと、合同な

三角形DEFをかくことできます。 

 

小学校第５学年 図形 

図を指しながら、自分の言葉で、

順序よく説明させる。 

必要な条件を

判断させる。 

C 

A B 
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【特徴的な問題】 

問題 11 

 

 

 

 

 

第４学年 11月上旬 教科書下「計算のきまり」（数量関係） 

 

出題の趣旨 

本問題は、結合法則を用い、整数の計算を工夫して、簡単に行うことができるかどうかをみる問題

である。ここでは36を４×９に分解し、さらに■×（●×▲）＝（■×●）×▲という結合法則を

利用して、25×４＝100をつくって計算することが必要となる。 

数の分解については第２学年で九九表を用いた活動で経験している。結合法則は第２学年で加法、

第３学年で乗法に触れる。いずれも四則計算を支える考え方であることから、本問題を出題した。 

 

指導のポイント 

○工夫して計算するよさを実感させる活動を取り入れる。 

かけ算の交換法則は第２学年の九九表で、結合法則は第３学年のかけ算の筆算で学ぶ。結合法則の

指導に当たっては最初からきまりを教えるのではなく、前から順にかける方法も解いて比較させるこ

とで、工夫して簡単に計算を行うことのよさに気付かせることが大切である。また、結合法則を用い

ることで九九だけで暗算できる計算も提示し、計算に用いたいという意欲を喚起したい。 

 

 

 

 

 

  

小学校第５学年 数量関係

図形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②九九を用いて暗算できるよさ 

6×4×2        6×4×2 

＝24×2        ＝6×8 

＝48         ＝48 

③交換法則と結合法則をあわせて使うことで、

より簡単に計算できるよさ 

4×6×2       4×3×3×2 

 

 

4×6×2＝4×2×6  4×3×3×2＝4×2×3×3 

＝8×6           ＝8×9 

＝48            ＝72 

8 8 
9 

両方解くことで、工夫するよさに気付かせる。 

①かけ算のきまり（第３学年（上）） 

75×5×2      75×5×2 

＝(75×5)×2   ＝75×(5×2) 

＝375×2      ＝75×10 

筆算しないと 

計算できない… 

暗算でできる！ 

かんたんだね！ 

九九で 

できる！ 

125×16も、25×4と

同じ方法で説明できる。 

125×16 

＝(25×5)×(4×4) 

 

＝100×20 

＝2000 

100 20 

★「25」の見方 

25 の計算はプールを

例に使って説明する

と分かりやすい。 

（25、50、75、100） 

往復すれば50mだね 

解ける！ 
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ⅳ 小学校第６学年 
１ 調査問題【出題の趣旨】  

１ 

四則計算 
(小数の計
算・計算の
きまり) 

(１)は平成27年度全国調査Ａ２(２)(正答率68.1％) ※１において位をそろえ
て計算することに課題がみられたことから、小４から小６で同一の問題を出題
している。(２)は平成 26 年度全国調査Ａ１(５)(正答率 80.6％)において全国
(公立)の平均正答率(80.9％)を下回ったことから、四則混合の計算について、
小４から中１まで同一の問題を出題している。このような出題を通して、つま
ずきやすい学年を把握していく。なお、(２)は平成 26 年度全国調査Ａ１(５)
と同一問題である。 

２ 
小数の 
乗法の 
意味 

本問題は、平成 26 年度全国調査Ａ２(２)(正答率 56.7%)において、割合が
１より小さい場合でも、比較量の求め方が(基準量)×(割合)になることの理解に
課題がみられたことから、改善状況を把握するために出題している。本問題で
のつまずきのポイントを探るため、小５から中１で同一の問題を出題している。 

３ 
分数の除
法の計算
の仕方 

本問題は、友達の説明を聞いて、友達の考え方をとらえる場面を取り上げ、分
数の除法の計算の仕方を考えることができるかどうかをみるために出題してい
る。 

４ 円の面積 

 本問題は、円の面積を求めることができるかどうかをみるために出題してい
る。なお、平成 26年度市調査【中１】４(正答率69.5％)において、円柱の体
積を求める場面において、底面積（円の面積）を誤って求めている解答が多く
みられたことに関連した出題となっている。 

５ 
三角柱の
体積 

 本問題は、三角柱の体積を求めることができるかどうかをみるために出題し
ている。平成 26年度市調査【中１】４(正答率 69.5％)において、底面積を求
める時点で誤っている解答がみられたことから、「底面積×高さ」を用いて求め
ることができているかを探るために、今年度は、円柱よりも底面積が求めやす
いと考えられる三角柱で出題している。 

６ 速さ 

本問題は、速さを求めることができるかどうかをみるために出題している。
平成 26 年度市調査【中１】３(正答率「時速（単位：km／時）」86.7％「分
速単位：m／分」46.5％)において、「分速」を求めることに課題がみられたが、
「分速」を求めることに課題があるのか、単位換算に課題があるのかを探るた
めに、今年度は「分速」についても「km」の単位で出題している。 

７ 線対称 
 本問題は、線対称な図形の性質を理解しているかどうかをみるために出題してい
る。図形によっては、対称の軸は複数あることを理解していることが求められる。 

８ 点対称 
 本問題は、点対称な図形の対応する辺について理解しているかどうかをみる
ために出題している。 

９ 
角柱の 
底面 

 本問題は、角柱は底面が多角形で側面が長方形である立体ということを理解
しているかどうかをみるために出題している。六角柱の底面が横にある位置で
出題しているが、そのことに関わらず底面の形によって六角柱であることが決
まることを理解しているかどうかが求められる。 

10 拡大図 
 本問題は、方眼を用いて２倍の拡大図をかくことができるかどうかをみるた
めに出題している。なお、平成 26 年度市調査【中１】５（正答率 96.4％）
の類似問題である。 

11 百分率 
本問題は、百分率について理解し、全体から部分を求めることができるかど

うかをみるために、出題している。 

12 比 
本問題は、二量の関係を比で表したり、等しい比を見付けたりすることがで

きるかどうかをみるために、出題している。 

13 比例 

本問題は、友達の説明を聞いて、友達の考え方をとらえる場面を取り上げ、「さ
いたま市理数教育推進プログラム（改訂版）」に関連した出題となっている。※２比
例の関係を使って解決したり、比例の関係を表と式を結び付けたりすることが
できるかどうかをみるために出題している。 

14 
複数条件
を基に 
した判断 

 本問題は、平成 25年度全国調査Ｂ１(１)(正答率54.6％)の同一問題である。
情報を整理し、筋道を立てて考え、条件に当てはまるものを判断できるかどう
かをみるために主題している。こうした力の定着状況を把握するために、小５、
小６で同一の問題を出題している。 

15 
日常事象
とグラフ 

 本問題は、PISA2003予備調査と同一問題である。日常の事象とグラフを関
連付けて考えることができるかどうかをみるために出題している。なお、本問
題は、小５から中２で同一の問題を出題し、さいたま市の児童生徒が課題解決
に向けて思考し、判断する力、表現する力等の状況やこうした問題にチャレン
ジする態度を継続的にみていくこととした。 

  ※１ 全国学力・学習状況調査の平均正答率は、さいたま市の平均正答率を示している。 

  ※２ 「さいたま市理数教育推進プログラム（改訂版）」p.27参照。 
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（

％
）
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（

％
）
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題
年
度
・
調
査
名
【

学
年
】

正
答
率
（

％
）

出
題
学
年

正
答
率
（

％
）

1(1) ○ ○ ○ 69.8 0.7 H23市
【小５】 52.9

小４
小５

66.7
56.2

1(2) ○ ○ ○ 82.6 0.3 H26全国
【小６】 80.6

小４
小５
中１

86.6
81.2
91.5

1(3) ○ ○ ○ 80.8 3.2 - - - -

1(4) ○ ○ ○ 85.4 3.0 - - - -

1(5) ○ ○ ○ 66.1 7.2 - - - -

2 ○ ○ ○ 58.2 0.2 H26全国
【小６】 56.7

小５
中１

32.0
61.4

3 ○ ○ ○ 56.8 0.5 - - - -

4 ○ ○ ○ ○ 82.8 0.2 - - - -

5 ○ ○ ○ ○ 65.1 1.4 - - - -

6時速 ○ ○ ○ ○ 89.0 1.6 - - - -

6分速 ○ ○ ○ ○ 67.5 2.9 - - - -

7 ○ ○ ○ 62.2 0.5 - - - -

8 ○ ○ ○ 91.8 0.5 - - - -

9 ○ ○ ○ 71.7 2.8 - - - -

10 ○ ○ ○ 72.9 0.7 - - - -

11 ○ ○ ○ ○ 56.5 7.1 - - - -

12 ○ ○ ○ ○ 67.2 1.4 - - - -

13 ○ ○ ○ 58.5 0.7 - - - -

14 ○ ○ ○ ○ 56.2 2.7 H25全国
【小６】 54.6 小５ 55.8

15 ○ ○ ○ 54.9 0.7 PISA2003
予備調査 ＊

小５
中１
中２

39.8
59.8
64.7

市 過去同一問題 複数学年での出題評価の観点

百分率の意味について理解し、全体
から部分を求めることができる。

情報を整理し、筋道を立てて考え、
三つの条件に当てはまる乗り物を判
断することができる。

時間とブランコをこいでいる人の足
の高さの関係を表しているグラフを
選択することができる。

割合が１より小さい場合でも、比較
量の求め方が（基準量）×（割合）
になることを理解している。

角柱の底面について理解している。

角柱の体積の求め方を理解し、求め
ることができる。

速さについて理解し、求めることが
できる。

速さについて理解し、求めることが
できる。

線対称の意味と特徴を理解してい
る。

点対称の意味と特徴を理解してい
る。

分数÷分数の除法について、計算の
仕方を考えることができる。

２　調査結果一覧表【設問別】

※「過去同一問題」とは、過去の調査において出題された問題と同一の問題のことをいう。調査名は次の略称を用いている。
　「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の平均正答率は、さいたま市の平均正答率を示している。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
＊PISA2003予備調査の当該問題の正答率は公表されていない。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

与えられた図形の拡大図をかくこと
ができる。

減法と乗法の混合した整数の計算を
することができる。

分数の減法の計算をすることができ
る。

円の面積の求め方を理解し、求める
ことができる。

設問番号 設問のねらい

問題

小数の減法の計算をすることができ
る。

学習指導要領の領域等

分数の除法の計算をすることができ
る。

等しい比の意味について理解し、等
しい比を求めることができる。

比例の関係を用いて、くぎの本数を
求める方法を考えることができる。

整数と小数と分数の混合した計算を
することができる。
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３ 特徴的な問題と解説 

【特徴的な問題】 

問題 ３  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                第６学年 ６月中旬 教科書上 「分数のわり算」（数と計算） 

出題の趣旨 

 本問題は、分数の除法の計算の意味や計算の仕方を理解しているかどうかをみる問題である。 

 児童は、第５学年までに整数及び小数の四則計算について学習してきている。また、分数の加法及び減

法、乗数や除数が整数の場合の分数の乗法、除法の計算も学習してきている。分数の除法の計算の仕方に

ついて、「わる数を逆数にして、かけ算で計算すればよい」ととらえ、計算できる一方で、なぜそのよう

に計算するのかを理解していないことがある。分数の除法の計算の意味や計算の仕方を言葉、数、式、図、

数直線等を用いて考え、説明する活動を通して、数学的に考える力を伸ばしていくとともに、理解を深め

ていくことが大切であることから、本問題を出題した。なお、平成 27年度市調査【小６】１(３)におい

て、分数の除法の計算（
１

２
÷

４

７
 ）を出題している。本問題と併せて分析されたい。 

 

指導のポイント 

○分数の除法の計算の仕方について、既習事項を基に、言葉、数、式、図、数直線等を用いて考え、表

現する。 

 ① 問題場面を誤ってとらえて、式に表してしまうことがある。

そこで、問題場面を図や数直線等を用いてとらえやすくする

ことが考えられる。分数の除法の場合には、数直線や面積図

などが有効である。本問題を用いて授業を行う際には、数直

線に表して除法であることをとらえられるようにすることが

考えられる。 

 

② 計算の仕方を考える場面においては、既習の学習内容を活

用して解決できそうだという見通しをもたせることが大切で

ある。本問題を用いて授業を行う際には、除数が整数の場合

の計算の仕方と比較することが考えられる。 

 

 ③ 「被除数と除数に同じ数をかけても、被除数と除数を同じ

数でわっても、商は変わらない」という除法の性質を用いて、

除数を整数にしたり、１にしたりして、既習の計算の仕方に

変形することで、既習の整数の除法で計算できることに気付

くことができるようにすることが大切である。 
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分数÷整数 

 

 

     同じ考え方で 

     できそうだ 

 

 

分数÷分数 

(dL)
4 4

0 131

 
 

 
÷     

 

 
dLでは

(dL)0 21

 

 
÷  =

 

  

２dLでは

□dLのペンキで、板を ぬれました。

このペンキ、１dLでは、板を何㎡ぬれますか。

７２   ÷   ９  ＝ ８ 

 

÷10  ×10   ÷10  ×10   等しい 

 

７２０  ÷   ９０  ＝ ８ 

 

 
  ÷   

 

 
 

 0

 
   ÷      

 ×４    ×４ 

・わられる数とわる数に同じ数を 

かけても商は変わらない。 

・わられる数とわる数を同じ数で 

わっても商は変わらない。 

 

１dLでぬれる面積が□㎡とすると、 

２dLではその２倍ぬれる。 

(㎡)

(dL)

0

0
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□

 ２

 ２

(㎡)

(dL)

0
3

1
4

0
2

□
5

 
 

 

 
 

 

使った量が 
 

 
 倍になれば、ぬれる 

量も 
 

 
 倍になると考えられる。 
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【特徴的な問題】 

問題 ６  

 

 

第６学年 10月中旬 教科書 「速さ」（量と測定） 
出題の趣旨 
 本問題は、道のりと時間から速さを求め、「時速」と「分速」で表すことができるかをみる問題である。 
 類似問題である平成26年度市調査【中１】３の正答率は、「時速」は86.7％に対し、「分速」は
46.5％であった。原因として、「分速」の単位を「ｍ」にして出題したため、単位量当たりの大きさ
の考え方を用いた「分速」の求め方でのつまずきと「１ｋｍ＝1000ｍ」「１時間＝60分」などの単
位の関係の理解でのつまずきがみられた。そのため、本問題では「分速」も「時速」と同様に「ｋｍ」
の単位で出題し、つまずきの原因を探ることとした。 
 

指導のポイント 

○数直線と式を関連させ、時速や分速、秒速の関係を確認する。 
 時速、分速、秒速はいずれも「単位時間に進む道のりで表す」という考えに基づいている。時速や
分速などの関係を理解できるようにするためには、数直線を用いて、図と式と言葉を関連付けて考え
させるとよい。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○体験的な活動を通して、分速や秒速を実感する。 
速さについての理解を深めるためには、実際に100ｍを歩くのにかかった時間を計り、その結果か

ら自分の歩く速さを秒速や分速で求める活動を行うなどして、実感を伴って理解できるようにするこ
とが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

問題 ４時間で360㎞進むバショウカジキの時速を求めましょう。また、分速と秒速を求めましょう。 

時速                      【式】 360÷４＝ 90   答え 時速 90 km 

【数直線】 

                          

 

分速  

【数直線】                    

 

 

 

【式】 90÷60＝1.5   答え 分速 1.5 km 

       1.5km＝1500m     分速 1500 m 

 

 

【言葉】１時間に90km進むので、60分で90km進む。 

    １分当たりの速さを求めるには、60でわればよい。 

秒速 

※秒速でも同様に考えることができる。  【式】1.5÷60＝0.025   もしくは 1500÷60＝25 

                      答え 秒速 0.025 km         秒速 25 m 
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410

0 360

÷4

÷4

（km）

（時間）

1時間＝60分

10

0

÷60

（km）

（分）60

90

÷60

図と式、言葉を関連させ、÷60の意
味や時速と分速の関係をおさえる。 

時速は１時間当たりに進む道のりで
表した速さということをおさえる。 

「ｋm」や「m」の単位換算につい
てもおさえておくとよい。 

問題 自分の歩く速さや急ぎ足で歩く速さ、走る速さを求めましょう。 

 歩く 急ぎ足 走る 

100ｍにかかった時間(秒)    

１ｍあたりの時間(秒)    

１秒あたりのきょり(m)    

 

「時間を１とみる」場合と「距離を１とみる」
場合を比較することで、既習の「単位量当たり
の大きさ」と関連付けて速さについての理解を
深められるようにする。 

自分が１秒当たりに進める距離を求めることで、速さを実感できるようにする。 

90 
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【特徴的な問題】 

問題 ７                   ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６学年 ６月中旬 教科書上「対称な形」（図形） 

出題の趣旨 

 問題７は、正五角形の対称性を理解しているかをみるために出題している。問題８は、点対称な図

形の対応する辺と対称の中心との関係を理解しているかをみるために出題している。 

児童は、低学年から色板を並べたり、色紙を折り重ねて切ったりする操作を通して、対称な図形に

触れてきている。また、第５学年では、「合同な図形」の学習において、対角線で切った形が合同であ

るかを調べる等の経験もしている。さらに、中学校第１学年の「図形の移動」にもつながる学習であ

る。小学校で対称な図形について出題するのは初めてであり、学習内容の定着状況を把握するために

本問題を出題した。 

 

指導のポイント 

○対称な図形の意味について、操作活動を通して理解を深められるようにする。 

 対称な図形の学習は、観察、計測、試行、作図といった活動を通して

進められる。その中でも、図形を切り抜いたり、二つ折りにしたり、回

転させたりという活動を多く取り入れ、児童が実感を伴って図形の見方

を深めていけるようにすることが大切である。また、作図においては、

児童は「辺」に着目してかこうとする傾向にあるが、対応する点を意識

して先に頂点をかき、それらの点と点を直線でつないで辺をかくように

指導をしていくことが大切である。 

 

○線対称、点対称の観点から図形を弁別する活動を充実させる。 

 線対称や点対称な図形を探し出す学習する際、教科書に掲載されている対称な図形だけを取り上げ

るのではなく、児童に生活の中から見付けさせることが大切である。そうした活動を通して、図形の

もつ美しさや、日常生活に対称な形が用いられていることを、実感を伴って理解できるようにしたい。 

  

（例）都道府県のマーク、地図記号など 

 

 

 

 

    （線対称な図形）        （点対称な図形）    （線対称かつ点対称な図形） 

小学校第６学年 図形 
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【特徴的な問題】 

問題 13 
 

 

 

 

 

 

 

第６学年 10月下旬 教科書 「比例と反比例」（数量関係） 

出題の趣旨 

 本問題は、比例の関係が成り立つ問題場面で、式を基に表の見方を説明することができるかどうか

をみる問題である。児童は、第６学年の「比例と反比例」の学習で比例の意味については、①「２つ

の数量Ａ、Ｂがあり、一方が２倍、３倍と変化するのに伴って、他方の数量も２倍、３倍…と変化す

るだけでなく、一方が 
1

2
 倍 

1

3
 倍…と変化するのに伴って、他方も 

1

2
 倍 

1

3
 倍…と変化すること」「２

つの数量の一方が□倍になれば、それと対応する他方の数量も□倍になること」「２つの数量の対応し

ている値の商に注目すると、それがどれも一定になっていること」を学習する。比例の関係を表から

きまりを見付け、式に表す中で、表と式、式と表の関係を結び付けて考えることが大切であることか

ら、本問題を出題した。 

 

指導のポイント 

○比例の学習内容の定着を図るための言語活動を充実する。 

比例の学習内容の定着を図るために、表や式を用いた言語活動として、表を見て式を説明したり、

式から表の見方を説明したりする活動を取り入れていくことが考えられる。 

 

①「２つの数量Ａ、Ｂがあり、一方が２倍、３倍と変化するのに伴って、他方の数量も２倍、３倍…

と変化するだけでなく、一方が 
１

２
 倍、

１

３
 倍…と変化するのに伴って、他方も 

１

２
 、 

１

３
 倍…と変化す

ること」 

                     10×
１

１０
＝１      １×400＝400 

                     16×
１

１０
＝1.6      1.6×400＝640 

                                    答え640ｇ 

②「２つの数量の一方が□倍になれば、それと対応する他方の数量も□倍になること」 

                     400÷10＝40 

                      16×40＝640 

                                    答え640ｇ 

 

③「２つの数量の対応している値の商に注目すると、それがどれも一定になっていること」 

                        10×□＝16 

                         □＝16÷10 

                         □＝1.6（決まった数） 

                      400×1.6＝640      答え640ｇ 

※ 矢印をかいて、一つずつ確認することで、表と式を言葉で結び付けていく。 

本数（本）ｘ １ 10 400 

重さ（ｇ）ｙ  16  

 

小学校第６学年 数量関係 

本数（本）ｘ １ 10 400 

重さ（ｇ）ｙ  16  

 

本数（本）ｘ １ 10 400 

重さ（ｇ）ｙ  16  
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【特徴的な問題】 

問題 13 
 

 

 

 

 

 

関連する学習内容 

第４学年 教科書上 「折れ線グラフと表」（数量関係） 

第６学年 教科書  「比例と反比例」（数量関係） 

 

出題の趣旨 

 本問題は、課題解決に向けて思考し、判断する力、表現する力等に関わる内容の出題であるチャレ

ンジ問題として、小学校第５学年から中学校第２学年で同一の問題を出題した。「さいたま市小・中一

貫教育」カリキュラムの重点内容に「関数」があることや日常の事象との関連、児童生徒のチャレン

ジしたい意欲を喚起すること等を踏まえ、児童生徒の身近にあるブランコを題材にしたグラフの問題

を取り上げた。本問題はＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）における２００３年調査の予備

調査の問題と同一問題である。ＰＩＳＡ調査は１５歳の生徒を対象とした調査であるが、本問題を小

学校第４学年で学習する折れ線グラフの発展ととらえ、小・中学生でもチャレンジできるものと考え、

出題した。 

 

指導のポイント 

○身の回りにある、伴って変わる二つの数量について表したグラフを読み取る活動を通して、グラフ

のよさに気付いたり、身の回りの伴って変わる二つの数量への関心を高めたりできるようにする。 

 折れ線グラフから変化の特徴を読み取るには、一方の数量が増加するときの他方の数量の増減の様子

を視覚的にとらえ、二つの変化する数量の間にある関係をとらえられるようにすることが大切である。 

本問題を授業で活用するに当たっては、時間が増加するにつれ、足の位置がどのように変化するか

について、ブランコをこぐ様子をイメージして、グラフの特徴を話し合う活動を取り入れることが考

えられる。例えば、ウは足が地面に着いた状態（０㎝）からこぎはじめていないし、ブランコをこい

でいるのに足の位置が高くなっていないということに気付くことが考えられる。また、イはブランコ

の往復する動きを表しただけのグラフではないか、エは足の高さが上がり続けているのでブランコが

振れている様子が表していないのではないか、といった見方が考えられる。このような話合いを通し

て、グラフのはたらきやよさに気付かせ、日常生活において伴って変わる二つの数量の関係を見いだ

したり、グラフに表したりする力につなげられるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校第５・６学年 チャレンジ問題 
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ⅴ 中学校第１学年 

１ 調査問題【出題の趣旨】  
１
小
学
校 

 
 

の
復
習 

 本問題は、平成27年度市調査【小６】と同一の問題を出題することで、小学校の学習が定着

しているかどうかをみるために出題している。 

２
数
と
式 

本問題は、四則計算及び文字式の計算ができるかどうかをみるために出題している。 
平成26年度市調査【中２】１(2)（正答率60.9％）で、指数を含む正負の数の計算をするこ

とに課題がみられたことから出題した。 

３ 

数
と
式 

本問題は、数の大小関係及び加減乗除を含む文字を用いた式の表し方を正しく理解しているか
どうかをみるために出題している。 
平成26年度市調査【中２】２(2)（正答率38.2％）で、文字を用いた式の表し方にしたがっ

て式を表すことに課題がみられたことから出題した。 

４ 

数
と
式 

本問題は、簡単な一元一次方程式及び比例式を解くことができるかどうかをみるために出題し
ている。 
平成26年度市調査【中２】３(1)（正答率66.9％）で、移項を正しく理解し、解を導くこと

に課題がみられたことから出題した。 

５
数
と
式 

本問題は、実生活の場面で、正の数と負の数を用いて表したり処理したりすることができるか
どうか、また自分の考えを数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみるために出
題している。 

６ 

数
と
式 

本問題は、実生活との関わりの中で、数量の大小関係を不等式に表すことができるかどうかを
みるために出題している。 
平成24年度全国調査Ａ２(4)（正答率68.5％）、平成24/25/26年度市調査【中２】４（正

答率 39.8％/54.8％/56.6％）と類似問題である。事象における数量やその関係を把握し不等
式に表すことについて課題がみられたことから出題した。 

７ 

数
と
式 

本問題は、与えられた文字式の意味を具体的な事象の中で読み取ることができるかどうかをみ
るために出題している。 
平成 19 年度全国調査Ａ２(3)（正答率 70.8％）、平成 25 年度全国調査Ａ２(2)（正答率

72.1％）及び平成 26 年度市調査【中２】５(2)（正答率 66.5％）と同一の問題であり、数量
を表す文字式を具体的な事象の中で読み取ることについて課題がみられたことから出題した。 

８ 

数
と
式 

本問題は、与えられた文字式を具体的な事象と関連付け、その意味を読み取ることができるか
どうかをみるために出題している。 
平成20年度全国調査Ａ２(5)（正答率35.3％）と類似問題であり、平成22年度全国調査Ａ

２(2)（正答率79.0％）と同一問題である。これらの調査では、改善の傾向がみられるものの、
引き続き、数量の関係を把握し、式に表す過程を理解することについて課題がみられることから
出題した。 

９ 

数
と
式 

本問題は、事象の中の数量の関係を文字式から読み取り、読み取ったものを具体的な事象に合
わせて表現することができるかどうかをみるために出題している。 
平成23/24/25年度市調査【中２】４/５/５ (1)（正答率67.8％/65.7％/62.9％）と(2)

（正答率20.9％/17.7％/19.8％、無解答率26.3％/29.3％/27.4％）と類似の問題である。
文字式を読み取りその関係を図に表したり、図から読み取った関係を式に表したりすることにつ
いて課題がみられることから出題した。 

 

関
数 

本問題は、比例・反比例について、表・式・グラフの関連性を理解しているかどうかをみるた
めに出題している。 

(1)は、平成 25 年度市調査６(1)（正答率 49.2％）で比例定数が負の数であるグラフをかく
ことに課題がみられことから出題した。 

 

関
数 

本問題は、具体的な場面において、２つの数量の関係を見いだし、それを用いて問題を処理し
たり、理由を説明したりすることができるかどうかをみるために出題している。 

(2)、(3)は、平成24/25/26年度市調査７(2)(3)の類似の問題で、xの変域を基に、yの変域
を求めることや、具体的な場面において２つの数量の関係を見出し、その関係が成り立つ理由を
説明する力に課題がみられたことから出題している。 

チ
ャ
レ
ン
ジ 

本問題は、PISA2003 予備調査の同一問題である。日常の事象とグラフを関連付けて考える
ことができるかどうかをみるために出題している。なお、本問題は、小５から中２で同一の問題
を出題し、さいたま市の児童生徒が課題解決に向けて試行し、判断する力、表現する力等の状況
やこうした問題にチャレンジする態度を継続的にみることとした。 
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市 市

基
礎
問
題

活
用
問
題

チ
ャ

レ
ン
ジ
問
題

数
と
式

図
　
形

関
　
数

資
料
の
活
用

数
学
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に

つ
い
て
の
知
識
・
理
解

正
答
率
（

％
）

無
解
答
率
（

％
）

出
題
年
度
・
調
査
名
【

学
年
】

正
答
率
（

％
）

出
題
学
年

正
答
率
（

％
）

1(1) ○ ○ ○ 91.5 0.2 H26全国
【小6】 80.6

小４
小５
小６

86.6
81.2
82.6

1(2) ○ ○ ○ 61.4 0.3 H26全国
【小6】 56.7 小５

小６
32.0
58.2

1(3) ○ ○ ○ ○ 72.5 1.7 小６ 65.1

1(4) ○ ○ ○ 62.2 0.9 小６ 56.8

1(5) ○ ○ ○ ○ 50.4 0.7 小６ 67.2

2(1) ○ ○ ○ 82.5 0.8

2(2) ○ ○ ○ 64.9 0.9

2(3) ○ ○ ○ 51.1 10.1

3(1) ○ ○ ○ 68.4 0.6 H26市
【中2】 69.7

3(2) ○ ○ ○ ○ 72.8 5.0

3(3) ○ ○ ○ 71.2 5.2

4(1) ○ ○ ○ 84.7 4.4

4(2) ○ ○ ○ ○ 72.9 8.9 H26市
【中2】 71.1

5 ○ ○ ○ 62.3 5.2

6 ○ ○ ○ ○ 36.8 5.6

7 ○ ○ ○ ○ 65.6 0.9 H26市
【中2】 66.5

8 ○ ○ ○ 70.9 1.3 H22全国
【中3】 79.0

9(1) ○ ○ ○ 54.2 9.5

9(2) ○ ○ ○ 16.9 18.2

10(1) ○ ○ ○ 59.4 4.2 H25市
【中2】 49.2

10(2) ○ ○ ○ ○ 57.3 7.3

11(1) ○ ○ ○ 88.5 3.8

11(2) ○ ○ ○ 44.8 8.1

11(3) ○ ○ ○ 51.6 7.4

12 ○ ○ ○ 59.8 1.9 PISA2003
予備調査 ＊

小５
小６
中２

39.8
54.9
64.7

２　調査問題一覧表【設問別】

数量の大小関係を不等式に表すことが
できる。

割合が１より小さい場合でも、比べら
れる量の求め方が（もとにする量）×
（割合）になることを理解している。

角柱の体積の求め方を理解し、求める
ことができる。

分数を含む整式の加法と減法の計算を
することができる。

加減乗除を含む正の数と負の数の計算
において、計算のきまりにしたがって
計算をすることができる。

分数÷分数の除法についての計算の仕
方を考えることができる。

等しい比の意味について理解し、等し
い比を求めることができる。

比例式を解くことができる。

減法と乗法の混合した整数の計算をす
ることができる。

与えられた文字式の意味を、具体的な
事象の中で読み取ることができる。

与えられた文字式を具体的な事象と関
連付け、その意味を読み取ることがで
きる。

数学的な結果を事象に即して解釈し、
それを表現することができる。

事象と式の関係をとらえ、解釈したこ
とを表現することができる。

時間とブランコをこいでいる人の足の
高さの関係を表しているグラフを選択
することができる。

反比例の表から、比例定数を求めるこ
とができる。

過去同一問題 複数学年での出題

※「過去同一問題」とは、過去の調査において出題された問題と同一の問題のことをいう。調査名は次の略称を用いている。
　「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の平均正答率は、さいたま市の平均正答率を示している。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
＊PISA2003予備調査の当該問題の正答率は公表されていない。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

正の数と負の数を用いて、５人の身長
の平均を求めることができる。

比例の式から、グラフをかくことがで
きる。

評価の観点問題 学習指導要領の領域等

具体的な場面において、与えられた情
報を用いて問題を処理することができ
る。

ⅹの変域について与えられた情報か
ら、ｙの変域を求めることができる。

具体的な場面において、２つの数量の
関係が比例であることを判断し、その
理由を説明することができる。

設問番号 設問のねらい

指数を含む正の数と負の数の計算をす
ることができる。

正負の数の大小関係を理解している。

文字を用いた式の表し方にしたがっ
て、式を表すことができる。

文字式に数を代入して式の値を求める
ことができる。

一元一次方程式を解くことができる。
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３ 特徴的な問題と解説 

 

 

【特徴的な問題】 

 

出題の趣旨 

本問題は、実生活の場面で、正の数と負の数を用いて表したり処理したりすることができるかどうか、

また自分の考えを数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみるために出題している。 

本市の生徒は、全国調査や市調査の調査結果から、記述式の問題において、自分の考えを数学的な

表現を用いて根拠を明らかにし道筋を立てて説明する力に課題がみられる。そこで、中学校第1学年

から継続的に、記述式の問題を出題することで、説明する力の伸びをみるために出題した。 

 

指導のポイント 

○ 生徒が正の数と負の数を用いることのよさを味わえるような場面を設定する 

日常的な事象について、平均を求める場面を設定し、具体的な数値を表に表すことから取り組ま

せる。そして、小学校で学んだように表に表された数値を用いる求め方と基準との差を用いる求め

方を取り上げることで、どちらの方法でも同じ平均が求められることを確認させる。さらに、2つ

の求め方を比較することで、基準との差を正の数と負の数を用いて表すことで、計算に用いる値が

小さくなり、計算が簡単になるなど、正の数と負の数を用いることのよさを、生徒自身が実感でき

るようにすることが大切である。 

○ グループ学習や話合いの活動を取り入れ、自分の考えを説明する場面を設定する 

基準との差を正の数と負の数を用いて表す場合、いくつを基準にするとよいかや、基準との差を

用いた求め方のよさについて、自分の考えを説明する場面を設定することが考えられる。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

身長

（㎝） 
174 168 167 170 176 

 

170㎝を基準 

実際の数値 

生徒 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

身長

（㎝） 
+4 -2 -3 0 +6 

 

中学校第１学年 数と式 

「基準との差を用いる」ときは、いくつを基

準にするとよいか、互いの考えを説明し伝え

合う活動を取り入れることも考えられる。 

表に表された数値を用い

る求め方と基準との差を

用いる求め方を比較する

ことで、正負の数を用いる

ことのよさに気付かせた

い。 
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【特徴的な問題】 

 

出題の趣旨 

本問題は、与えられた文字式の意味を具体的な事象の中で読み取ることができるかどうかをみるた

めに出題している。 

本問題は、平成１９年度全国調査Ａ２(3)（正答率63.9％）、平成２５年度全国調査Ａ２(2)（正答

率67.9％）及び平成26年度市調査【中２】５(2)（正答率66.5％）と同一の問題であり、数量を

表す文字式を具体的な事象の中で読み取ることについて、継続的に課題がみられることから出題した。 

 

指導のポイント 

○ 事柄や数量の関係を文字式で表したり、その文字式の意味を読み取ったりする場面を設定する 

事象における数量の関係を見いだして文字式で表したり、文字式で表された事柄や数量の関係を読

み取ったりするために、具体的な数や言葉を使った式を利用して数量の関係をとらえ、文字式で表し

たり、その意味を解釈する場面を設定したりすることが考えられる。 

この問題を使って授業を行う際には、「縦と横の長さの和を２倍したもの」のように、式の計算手

順をそのまま答えたり、文字式を読み取ることが苦手だったりする生徒がいることが予想される。そ

こで、まずは、長方形の周の長さを縦の長さの 2 つ分と横の長さの 2 つ分の和とみたり、縦の長さ

と横の長さの和の2倍とみたりすることで、縦の長さを a、横の長さを bとして、周の長さを式に表

す活動を取り入れることが考えられる。 

○ 理解が困難な生徒には具体的な数値や言葉で考えることができるようにする 

文字では関係を把握することが困難な生徒には、具体的な数に置き換えて考えさせるなどの配慮も

必要である。また、式で考えること自体を難しいと感じる生徒には、長方形の周の長さはどのように

して求められるかを言葉で表現させ、言葉を用いて表現した式から、具体的な数や文字に置き換えて

指導することが考えられる。 

 

中学校第１学年 数と式 
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【特徴的な問題】 

 

出題の趣旨 

本問題は、具体的な事象における２つの数量の変化や対応から、比例、反比例の関係を見いだし、

目的に応じて値を求めたり、x の変域に対応する y の変域を場面に即して解釈し求めることができる

かどうかをみるために出題している。また、x と y の間にある関数関係を見いだし表現し考察する力

が身に付いているかどうかをみるために、成り立つ理由を説明する設問（３）を出題している。 

本問題については、市調査において、過去３年連続で類似の問題を出題している。（１）の正答率

は、おおむね80％を上回っている。（２）の正答率は、昨年度も50％を下回っており、依然として

課題がみられるため、その改善状況を把握するために出題した。また、（３）の正答率は、年々４ポイ

ント上がり、昨年度は、43.9％となった。授業において、説明する能力の育成を意識した指導が行わ

れている成果が表れてきていると考えられる。しかし、依然として関数関係を見いだし、成り立つ理

由を式や言葉を用いて説明する力に課題がみられることから出題した。 

 

指導のポイント 

設問（２）について 

○ 具体的な事象において、x と y の変域を考え、求める場面を設定する 

昨年度までは、「xの変域を１から考えている」と思われる誤答が多かった。このことから、問題

文にある「空の水そう」や「水を入れ始めてから」という言葉を、「y ＝０」や「０≦ x」という数

学的な表現で置き換えることができるように指導することが大切である。 

授業においては、x の変域から y の変域を求めるだけではなく、具体的な事象における変域を考

える活動を取り入れることが考えられる。 

 

中学校第１学年 関数 
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設問（３）について 

○ 表、式、グラフを関連付けて指導するとともに、それらを用いて比例や反比例の特徴を説明でき

るようにする 

表、式、グラフを関連付けて指導する必要性については、「『さいたま市小・中一貫教育』算数・

数学科 重点化を図る指導内容についての一覧」の中で、「伴って変わる二つの数量の関係につい

て、文字を用いた式を生かし、表、式、グラフを相互に関連付けて関数について調べる。」と示さ

れている。 

本設問においては、xと yの関係が y = a x （a は比例定数）という式で表されることを根拠に、

「yは xに比例する」という関係が成り立つ事柄を説明することが考えられる。 

この問題を使って授業を行う際には、与えられた事象を基に、「毎分６Ｌずつ水を入れる」こと

が比例定数６であることを、「空の水そう」であることが x ＝０のときの y ＝０であることを、そ

れぞれ表していることを確認する場面を設定することが考えられる。その上で、x と y の関係を式

に表し、そのことを根拠に、yは xに比例することを説明することができるようにする。 

また、xと yの関係を表に表すことで、xの値を2倍、3倍、4倍、・・・すると、yの値も2倍、

3倍、4倍、・・・となっていることを見いだし、そのことを根拠に、yは xに比例することを説明

することも考えられる。 

上記のように、与えられた事象を、式や表だけで考えるのではなく、それらを関連付けながら、

比例の特徴について理解できるようにすることが大切である。 

○ 日常的な事象における２つの数量の関係を数学的にとらえ活用する場面を設定する 

実生活の様々な場面に対応して問題を解決できるように、事象を理想化・単純化して、２つの数

量の関係を数学的にとらえ、解決した結果を事象に即して解釈することが大切です。このような経

験を通して、数学の世界で考察することのよさを実感できると考えられる。 

例えば、Ｈ２６全国学力・学習状況調査Ｂ３の「ウェーブの問題」のように、自分たちで得たデ

ータを用いたり、グラフの直線のひき方によって予想できる時間は異なることを確認したりする活

動を通して、比例とみなすことの意味を実感を伴って理解できるようにすることが大切である。こ

のように、自分たちで得たデータは、解決しようという意欲の高まりが期待できる。このような活

動においては、自分なりの考えを表やグラフを用いて表し、比例とみなした理由を互いに説明し伝

え合う場面を取り入れることで、根拠を明らかにして筋道立てて説明できるようにすることが大切

である。授業では、関数関係が明らかな問題を扱うだけではなく、具体的な事象の中から関数関係

を見いだす活動を継続的に扱うことが、関数関係の理解を深めることに有効であると考えられる。 

また、さいたま市学習状況調査では、本年度、中学校第２学年の３(4)の①で、「一次関数とみな

して考える」ことに関連した問題を出題している。一次関数の特徴を表やグラフから読み取ること

ができるようにするためには、第 1 学年の段階から、日常的な事象における 2 つの数量の関係を

数学的にとらえる活用する場面を設定し、比例とみなして問題解決できる経験を重ねていくことが

大切である。 
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ⅵ 中学校第２学年 

１ 調査問題【出題の趣旨】  

１ 

数
と
式 

本問題は、四則計算及び文字式の計算ができるかどうかをみるために出題している。 

(3)は、平成 25 年度全国調査Ｂ２(１)（正答率 42.1％）と類似の問題である。また、平成

20、24 年度でも同趣旨の問題が出題されており、いずれも正答率 40％程度であることから、

「事柄が成り立つ理由を示された方針に基づいて説明すること」について課題がみられることか

ら出題した。 

２ 

数
と
式 

本問題は、二元一次方程式の解や解き方について理解し、数量関係を連立二元一次方程式に表
すことができるかどうかをみるために出題している。 

(2)は、平成 22 年度全国調査Ａ３(3)（正答率 81.7％）と同一問題である。ほぼ毎年類題が
出題され、加減法や代入法のどちらが利用しやすいかによって正答率は70％～80％を推移して
いる。例年との比較をするために出題している。 

(3)は、平成26年度全国調査Ａ３(3)（正答率77.0％）と類似の問題である。全国調査では、
ほぼ毎年数量関係を式に表すことを出題しているが、問題の文章の複雑さによって正答率に差が
みられることから出題した。 

３ 

関
数 

本問題は、一次関数について理解し、活用することができるかどうかをみるために出題している。 
(1)は、平成 24 年度全国調査Ａ12(全国の正答率 37.9％)の類似問題で、さいたま市が全国

を下回った(市の正答率33.0％)ことから、その改善状況をみるために出題した。 
(3)は、平成 26 年度全国調査Ａ12(正答率 70.5％)で、全国を上回ってはいるが、連立二元

一次方程式の解は座標平面上の２直線の交点の座標として求められることの理解の定着状況を
みるために出題した。 

(4)は、平成 25 年度全国調査Ｂ３(2)(正答率 34.5％)の類似問題で、具体的な事象において、
一次関数を利用して問題を解く過程を説明することに課題がみられたことから出題した。 

４ 

図
形 

本問題は、平面図形において、回転移動や作図、おうぎ形の中心角と弧の長さについて理解し
ているかどうかをみるために出題している。 

(1)は、平成２４、２５年度市調査では「点対称な図形」という指示で出題し、平成２６年度は
「180°回転移動」という指示で出題した。そこで、無解答率が平成２４、２５年度は 1.9％、
2.2％で、平成２６年度は5.3％と増加したため、用語による変化があるかをみるために出題した。 

５ 

図
形 

本問題は、空間図形分野において、体積を求めることや平面上の表現から空間図形を読み取る

ことができるかどうかをみるために出題している。 

(1)は、平成２４/２５/２６年度市調査において、平面図形を回転させてできる立体の形を理解

しているかどうかをみる問題を出題し、正答率が 90.6％/78.4％/91.9％と一定の成果がみられ

たため、立体の投影図から読み取る問題を出題し、理解の定着状況を把握するために出題した。 

６ 

図
形 

本問題は、平行線や角の性質及び多角形の内角の和の性質について理解しているかどうかをみ
るために出題している。 

(1)は、平成 27 年度全国調査Ａ６(1)（正答率 84.2％）の類似の問題である。本設問では、
平行ではない２直線に１直線が交わってできる角について、同位角や錯覚の関係を理解できてい
るかどうかをみるために出題した。 

７ 

資
料
の
活
用 

本問題は、与えられた資料について、相対度数や代表値を求めることができるかどうかをみる
ために出題している。 

(2)は、全国調査、市調査のいずれにおいても、中央値を理解しているかどうかをみる問題で
は、正答率が５割前後である。しかし、平成２４、２５年度市調査【中２】において、最頻値を
理解しているかどうかをみる問題を出題したところ、いずれも正答率が３割を下回ったことか
ら、継続的な課題であるかをみるために出題した。 

８ 

資
料
の 

 

活
用 

本問題は、中央値の意味を理解しているかどうかをみるため出題している。 
７で示したように、中央値や中央値のある階級を求めることについては、一定の成果がみられ

る。そこで、本問題は、中央値の意味を正しく理解し、「資料の個数が奇数の場合は、まん中の
値が中央値である。」ことを正しく判断することができるかどうかをみるために出題した。 

９
チ
ャ
レ
ン
ジ 

本問題は、PISA2003 予備調査の同一問題である。日常の事象とグラフを関連付けて考える

ことができるかどうかをみるために出題している。なお、本問題は、小５から中２で同一の問題

を出題し、さいたま市の児童生徒が課題解決に向けて試行し、判断する力、表現する力等の状況

やこうした問題にチャレンジする態度を継続的にみることとした。 
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％
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・
調
査
名
【

学
年
】

正
答
率
（

％
）

出
題
学
年

正
答
率
（

％
）

1(1) ○ ○ ○ 85.2 1.7

1(2) ○ ○ ○ 72.1 5.8

1(3) ○ ○ ○ 16.5 22.6

2(1) ○ ○ ○ 73.4 4.0

2(2) ○ ○ ○ 84.5 3.8 H22全国
【中3】 81.7

2(3) ○ ○ ○ 82.4 4.5

3(1) ○ ○ ○ 42.0 2.3

3(2) ○ ○ ○ 73.1 8.5

3(3) ○ ○ ○ 75.4 4.4 H26全国
【中3】 70.5

3(4)① ○ ○ ○ 41.7 26.5

3(4)② ○ ○ ○ 58.0 16.5

4(1) ○ ○ ○ ○ 61.9 5.4 H26市
【中2】 61.7

4(2) ○ ○ ○ ○ 44.9 15.8

4(3) ○ ○ ○ ○ 31.3 23.2

5(1) ○ ○ ○ 65.1 14.3

5(2) ○ ○ ○ ○ 37.3 17.0

5(3) ○ ○ ○ ○ 92.5 2.3

6(1) ○ ○ ○ 66.9 1.8

6(2) ○ ○ ○ 75.2 2.9

6(3) ○ ○ ○ ○ 78.1 7.0

6(4) ○ ○ ○ 23.8 24.9

7(1) ○ ○ ○ ○ 29.0 21.4

7(2) ○ ○ ○ 14.9 24.8

8 ○ ○ ○ 49.9 3.4

9 ○ ○ ○ 64.7 2.8 PISA2003
予備調査 ＊

小５
小６
中１

39.8
54.9
59.8

設問番号

過去同一問題 複数学年での出題

同位角や錯角が等しくなることを示
し、２直線が平行であることを説明す
ることができる。

与えられた度数分布表について、ある
階級の相対度数を求めることができ
る。

与えられた度数分布表から、最頻値を
求めることができる。

問題 学習指導要領の領域等

２　調査問題一覧表【設問別】

半径と弧の長さからおうぎ形の中心角
を求めることができる。

連立二元一次方程式の解は，座標平面
上の２直線の交点の座標として求めら
れることを理解している。

事象を数学的に解釈し、問題解決の方
法を数学的に説明することができる。

二元一次方程式の解の意味を理解して
いる。

簡単な連立二元一次方程式を解くこと
ができる。

着目する必要がある数量を見いだし、
その数量に着目し、連立二元一次方程
式をつくることができる。

中央値の意味を理解して、正しい意味
を判断することができる。

等式を目的に応じて変形することがで
きる。

事柄が成り立つ理由を、示された方針
に基づいて説明することができる。

一次関数のグラフから、ｘとｙの関係
を式で表すことができる。

※「過去同一問題」とは、過去の調査において出題された問題と同一の問題のことをいう。調査名は次の略称を用いている。
　「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の平均正答率は、さいたま市の平均正答率を示している。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
＊PISA2003予備調査の当該問題の正答率は公表されていない。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

三角形の内角の和や外角の関係を用い
て、角の大きさを求めることができ
る。

多角形の内角の和を求めることができ
る。

設問のねらい

整式の加法と減法の計算をすることが
できる。

立方体の展開図で、1つの面に平行な
面の位置を判断することができる。

錯角の意味を理解している。

数学的に解釈したことを基に、問題を
処理することができる。

与えられた図形を回転移動した図をか
くことができる。

具体的な場面において、問題の解決に
垂線の作図を利用することができる。

一次関数の意味を理解している。

錐体の体積は、底面積と高さがともに等し
い柱体の体積の１／３であることを理解
し、体積を求めることができる。

評価の観点

時間とブランコをこいでいる人の足の
高さの関係を表しているグラフを選択
することができる。

投影図から空間図形を読み取り、見取
図に表すことができる。
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３ 特徴的な問題と解説 

 

 

【特徴的な問題】 

 

出題の趣旨 

 本問題は、二元一次方程式の解が、その方程式を成り立たせる x 、yの値の組であることを理解し

ているかどうかをみるために出題している。 

 市調査では、一元一次方程式の解き方について継続的に出題してきた。しかし、方程式の解の意味について

は、出題していない。 

そこで、本調査では、今後、継続的に方程式の解の意味について理解しているかどうかをみていく

ことも必要であると考え、本問題を出題した。 

 

指導のポイント 

○ 二元一次方程式の解の意味を理解できるようにする活動を取り入れる 

二元一次方程式の解の意味を理解できるようにするために、方程式の左辺と右辺の文字に数を代入

してそれぞれの式の値が等しくなる値の組を探す活動を取り入れることが考えられる。 

例えば、本設問のように、方程式 2x－y ＝ 5 について、x ＝ 3、y ＝ 4は解ではないが、x ＝ 2、

y ＝ －1は解であることを右辺と左辺のそれぞれの値を基に判断できるようにすることが考えられ

る。また、方程式 2x－y ＝ 5 の文字 xに、いくつかの数を代入して yの方程式をつくり、解とな

る値の組を求める活動を取り入れることが考えられる。これらの活動を通して、二元一次方程式の解

について、方程式を成り立たせる xと yの組が解であること、解は1組ではないことを理解させるこ

とが大切である。 

さらに、二元一次方程式を一次関数の式とみて直線のグラフとして表し、その直線が通る格子点だ

けではなく、その直線上にある全ての点の座標が解であることを理解できるようにすることも考えら

れる。 

例えば、二元一次方程式 2x－y ＝ 5 を一次関数 y ＝ 2x－5とみるとグラフが直線になること

から、解を座標とする点が無数にあることを理解できるようにすることが考えられる。 

以上のように、二元一次方程式の解の意味を理解できるようにするためには、一次関数の学習の際

に、学び直しの機会をつくり、連立方程式の解が２つのグラフの交点で表されることなどと併せて理

解できるようにすることが大切である。 

 

中学校第２学年 数と式 
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【特徴的な問題】 

 

出題の趣旨 

本問題は、円の一部としてのおうぎ形について、同一の円の弧の長さがその中心角の大きさに比例

することを理解し、おうぎ形の中心角を求めることができるかどうかをみるために出題している。 

 市調査では、類似の問題として、与えられた条件は同じで、おうぎ形の面積を求める問題を、過去

３年連続で出題している。市の正答率は、平成２４年度が34.2%、平成２５年度が29.8％、そし

て平成２６年度が33.5％となっており、依然として課題がみられる。本年度は、求める数量を中心

角の大きさとして出題しているが、求め方は面積と同じく、弧の長さと中心角の大きさが比例してい

ることを利用するため、引き続き課題の改善状況を把握するために出題した。 

 

指導のポイント 

○ 円の一部としてのおうぎ形について、中心角、弧の長さ、面積の関係を理解できる場面を設定する 

  この問題で必要なのは、以下の関係を理解していることである。 

   

  そこで、下の図のように、おうぎ形を含む同じ半径の円を描いた図を参考に、おうぎ形の弧の長

さや面積の比は、中心角の大きさの比と等しくなることを利用して、中心角の大きさを求めること

ができるようにすることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

            図１                   図２ 

 

半径の等しい円とおうぎ形では、 

（おうぎ形の弧の長さ）：（円の周の長さ）＝（中心角の大きさ）：３６０ 

（おうぎ形の面積） ： （円の面積） ＝（中心角の大きさ）：３６０ 

中学校第２学年 図形 

5㎝ 

おうぎ形 

の面積 

5πcm2 

円の面積25πcm2 

おうぎ形の弧の長さ 

2π㎝ 

5㎝ 

円の周の長さ 

10πcm 
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【特徴的な問題】 

 

出題の趣旨 

本問題は、具体的な事象を一次関数とみなし、一次関数を利用して問題を解決できるかどうかをみ

るために出題している。 

平成２５年度全国調査Ｂ３(2)(全国の正答率 31.7％、市の正答率 34.5％)の類似の問題であり、

一次関数を用いて問題を解決する過程を、数学的な表現を用いて説明できるかどうかに課題がみられ

た。 

水を熱した時間と水温の関係について、実験の結果を基に、この事象を一次関数とみなすことで、

一次関数の式を求め、それを基にしてある時間の水温を予測し、その解決の過程を数学的な表現を用

いて説明することができるかをみるために出題した。 

 

指導のポイント 

〇「一次関数とみなせるか」「一次関数をどう利用したか」を説明し伝え合う活動を行う 

具体的な事象について、一次関数を用いて関係をとらえるためには、「変化の割合が一定になりそ

うだ」「グラフをかくと直線になりそうだ」という一次関数の特徴に照らし合わせて、一次関数とみ

なすことが必要となる。一次関数を用いて問題を解くだけではなく、日常的な事象の問題を数学の世

界で考察するために、一次関数とみなすことができるのかどうかを、生徒同士で自分の考えを説明し

伝え合う活動を通して一次関数への理解を深めることが大切である。このような活動を通して、数学

的な表現を用いて説明することができるようにすることが大切である。 

また、様々な問題を解決するために、問題解決の方法に焦点を当て、表、式、グラフなどの「用い

るもの」とその「用い方」について明らかにし、説明することができるように指導することが大切で

ある。 

 

中学校第２学年 関数 
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【特徴的な問題】 

 

出題の趣旨 

本問題は、中央値の意味を理解しているかどうかをみるために出題している。 

一昨年度は、類似の問題で正答率が49.9%であった。また、昨年度は、平均値の意味を理解して

いるかの問題を出題したところ正答率が 77.2%となり、27.3 ポイントも上回る数値であった。こ

の結果から、中央値の理解が不十分であると考え、今年度は、再度、中央値の意味を理解しているか

どうかをみる問題を出題した。 

 

指導のポイント 

○ 日常生活の中にある資料を扱うことで、積極的に傾向を読み取り、互いに伝え合う活動を行う 

資料の活用についての理解を深めるためには、単に代表値（平均値、中央値、最頻値など）を求め

ることやグラフ（度数分布表、ヒストグラム、相対度数など）に表すだけでは、不十分であると考え

る。目的に応じてデータを収集して整理し、資料の代表値について考察しながら資料の傾向を読み取

る活動を取り入れることが考えられる。 

例えば、日常生活の中にある身近な資料（ハンドボール投げの記録、通学時間等）を用いることで、

資料に興味をもたせ、生徒が進んで活動に取り組むことが期待される。 

また、資料の代表値について考察するとともに、互いの考えを伝え合う活動を通して、他者に伝え

ることで、思考力・判断力・表現力等を高めていくことができると考える。 

 

○ 目的に応じて、コンピュータなどを利用して度数分布表やヒストグラムなどに表す活動を行う 

 度数分布表やヒストグラムについて、資料の傾向を的確に読み取ることができる階級の取り方を検

討する活動を取り入れるなどする際、階級の取り方の異なるヒストグラムを作成するときは、コンピ

ュータなどを利用して、読み取りやすい資料の作成を短時間に行い、考察する時間を十分にとること

ができるようにすることが大切である。 

また、作成した度数分布表やヒストグラムを比較検討することで、読み取ることのできる資料の傾

向を互いに伝え合う活動を取り入れることも考えられる。ＩＣＴの活用については、授業のねらいの

達成に有効である場面を検討し、その活用方法を検討することが大切である。 

 

中学校第２学年 資料の活用 
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Ⅲ 調査結果概況【市全体】

小学校第３学年【算数】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全１５問）

正答数ごとの人数の割合を示したものです。
例えば、１５問中１３問正答した児童の割合が２０．０％
程度であることを表しています。

（正答数）

（人数の割合）

小学校第４学年【算数】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全１５問）

（正答数）

（人数の割合）

数字・・・市の平均正答率（％）

数字・・・市の平均正答率（％）
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小学校第５学年【算数】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全２０問）

（正答数）

（人数の割合）

小学校第６学年【算数】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全２０問）

（正答数）

（人数の割合）

数字・・・市の平均正答率（％）

数字・・・市の平均正答率（％）
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中学校第１学年【数学】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全２５問）

（正答数）

（人数の割合）

中学校第２学年【数学】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全２５問）

（正答数）

（人数の割合）

数字・・・市の平均正答率（％）

数字・・・市の平均正答率（％）
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Ⅳ 成果と課題 

（１）小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果＞ 

○「量と測定」の領域は、おおむねできている。 

○「数量や図形についての技能」の評価の観点

については、おおむねできている。 

○小３、小４で出題した、何倍かを求めるため

に乗法が用いられることを理解しているか

どうかを見る問題で、相当数の児童ができて

いる。 

○小４から小６で出題した、全国学力・学習状

況調査と同一問題である四則混合の計算で

は、いずれの学年も全国の平均正答率を上回

り、課題の改善がみられる。ただし、小５、

小６より小４の方が正答率が高く、繰り返し

の学習等で確実な定着を図る必要がある。 

○小５で出題した、平成18年度の同一問題で

ある数量の関係を表す式を問う問題では、正

答率が上昇している。 

＜課題＞ 

▲小５、小６で「数量関係」において、課題が

みられる。「『さいたま市小・中一貫カリキュ

ラム』（算数・数学科）資料編」等を活用し、

確実に理解できるようにしたい。 

▲小３から小６で出題した、小数の減法では、

引き続き課題がみられる。特に、同一の問題

を出題した小４から小６では、小５で正答率

が下がり、確実な定着を図りたい。 

▲小５から中１で出題した、全国学力・学習状

況調査と同一問題である乗法の意味を問う

問題では、引き続き課題がみられる。小数倍

の意味の理解を深められるようにしたい。 

▲全国学力・学習状況調査で課題のみられた単

位量当たりの大きさの問題では、正答率は上

昇しているものの、引き続き課題がみられ

る。本資料等を活用し、確実に理解できるよ

うにしたい。 

＜成果＞ 

○領域別にみると、「数と式」が他の領域より、

よくできている。 

○評価の観点別にみると、「数学的な技能」が

他の評価の観点より、よくできている。 

○小４から中１で出題した四則混合の計算で

は、中1の正答率が91.5%と、最も高い正

答率である。計算のきまりの理解について、

おおむね満足できる状況にある。 

○角の大きさを求めたり、展開図における面の

位置を判断したりすることについては、おお

むね満足できる状況にある。 

○具体的な事象の中にある２つの数量の関係

が比例であることを説明する問題の正答率

が51.6%である。昨年度の類似の問題では、

正答率が 43.9%であり、ある程度改善の状

況がみられる。 

＜課題＞ 

▲中２の説明を記述する問題では、無解答率が

20%を超えており、課題がみられる。自分

の考えを表現する活動の充実を図りたい。 

▲おうぎ形の中心角と弧の長さの関係や、柱体

と錐体の体積の関係を理解することに継続

的な課題がみられる。実感を伴って理解でき

るようなようにしたい。 

▲一次関数の意味を理解することに課題がみ

られる。2つの数量について、具体的な数を

当てはめて関数関係が成り立つかどうかを

確認する活動の充実を図りたい。 

▲「資料の活用」において、平均正答率が

31.3%であり、課題がみられる。資料の傾

向を的確にとらえ、数学的な表現を用いて判

断の理由を説明する活動を通して、代表値の

特徴や意味を理解できるようにしたい。 
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